
 

各委員から事前に提出された意見について 

 

 

 

 

〇公共交通機関の旅客施設、車両等のバリアフリー化に関する事項 

 →本検討委員会等において、基準・ガイドラインへの反映を検討 

 

〇道路、駐車場の施設・設備に関する事項 

 →関係部局に対し、関係する基準・ガイドラインへの反映等、必要な対応につ

いて検討を要請 

 

〇信号機の整備に関する事項 

 →警察庁に情報提供し、施策への反映につき検討を要請 

 

〇ハンドル型車椅子の鉄道利用に関する事項 

 →「ハンドル形電動車椅子の公共交通利用等に関する調査検討委員会」 

において検討 

 

〇鉄道の車椅子利用に関する事項 

 →「鉄道の車椅子利用に係る環境整備の検討」における検討を要請 

 

〇パーキングパーミットに関する事項 

 →「パーキングパーミット制度に関する検討会」（仮称）において検討 

 

〇人的対応、接遇、研修に関する事項 

 →接遇ガイドライン、研修の充実に関する検討（29 年度）等において検討 

 →（公財）交通エコロジー・モビリティ財団に対し、既存の公共交通事業者 

向け研修への反映の検討を要請 

 

〇国民の啓発に関する事項 

 →バリアフリー教室、各種の啓発活動への反映を検討。また、関係部局・団体

の実施する啓発活動等への反映につき検討を要請 

 

〇障害者権利条約の理念の反映に関する事項 

 →バリアフリー施策の推進において考え方を反映 

 

〇支援制度、個別サービス等その他の事項 

 →関係部局・団体又は関係事業者等に検討を要請 

資料２ 


